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〔泌尿紀要17巻11号1971年11月〕

膀胱憩室腫瘍（腺癌）の1例
久留米大学医学部泌尿器科学教室（主任：重松 俊教授）
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MUCINOUS ADENOCARCINOMA IN DIVERTICULUM
      OF THE BLADDER IN FEMALE

     Shunro SHiGEMATsu， Kazuhiko YAMAsHiTA and Kosaku ETo

From the DePartment of Urology， Kurume Umversity School of Medzcine， Kurume， faPan

            （Director： Prof． S． Shzgematsu， M． D．）

  Acase of primary tumor of the bユadder diverticulum in a 46 years old female was reported．

She was seen with gross hematuria， burning and frequent urination． Histopathologically the

tumor revealed adenocarcinoma （mucinous adenocarcinoma）． It was the first reported case in

our country．

緒 言

 膀胱憩室の原発性腫瘍はWilliams（1883）

の剖検記載に始まり，臨床例の報告はYoung

（1903）が最初である．本邦では国分・安達

（1951）の剖検例を最初とし，以後多数の報告

があり，われわれの調べえた限りでは自験例を

含めて38例である．腫瘍分類上ここに報告する

腺癌は本邦におけるおそらく最初の例ではない

かと思う．

症 例

 患者：石○光○，46才，女性，

 初診：1969年6月28日．

 入院：1969年6月30日．

 主訴：肉眼的血尿，排尿痛，頻尿．

 家族歴：特記すべきことはない，

 既往歴：人工妊娠中絶2回，卵管結紮．

 現病歴：1969年4月はじめごろより夜間頻尿に気づ

いた．4月中ごろより，肉眼的血尿，排尿痛があり，

2週間ぐらい売薬をのんだが軽快しなかった．4月

26日某婦人科医を受診し，当科を紹介された，二段排

尿，残尿感などはない．

 現症：体格中等，栄養良好，体重52．4 kg，体温

36．5℃，脈搏78正，緊張良好，血圧134／74mmHg，

皮膚湿潤．発疹，浮腫，黄疸などを認めない．全身の

リンパ節は触知しない．眼瞼結膜は軽度貧血，眼球結

膜に黄疸はない．口唇にチアノーゼなく，口腔，咽

頭，喉頭に病的所見はない．心肺に理学的異常所見を

認めない．肝，脾を触知しない，右腎は坐位にて触知

するが，左腎は触知しない．膀胱部に軽度の圧痛があ

る．

 諸検査所見＝

 i）尿所見

 肉眼的血尿，鏡検では赤血球多数，上皮あり，円柱

なし．

 ii）血液所見

 赤血球数303×104／mm3，白血球数5200／Mm3，血

色素量51％（ザーリ氏法），ヘマトクリット値25％，

白血球百分率正常，血沈中等値47．5．

 iii）腎機能検査

 尿素N10．2mg／d1，クレアチニンL2 mg／dl， PSP

（15分20％120分55％），血清電解質はNa 142 mEq／1，

K3．8mEq／工， C1102 mEq／1．

 iv）血液化学的検査

 チモール3．4単位，クンケル9．9単位，黄疸指数

4．0単位，アルカリ性フォスファターゼ3．2単位，酸

性フォスファターゼ3．1単位，GOT 8単位， GPT 5
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Fig．5頸椎X線写真

繊

  Fig．6H・E染色 戯評大

関簸議

翻総一画
  Fig．7H・E染色 弱拡大   Fig．8H・E染色 強拡大
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単位，LDH 290単位，総蛋白6．49／d1，総A／G比

1．07，蛋白分画A151．8％G一αi 5．7％G一α213．8％

G－p 9．2％， G－r 19．5％，

 v）膀胱鏡所見

 容量は200rn1以上で，膀胱粘膜は正常，膀胱後壁

に鶏卵大の腫瘍あり，表面に血塊および白苔が付着し

ていて，膀胱鏡では憩室口はみられなかった，

 vi）x線学的検査所見

 腎・膀胱単純撮影では結石陰影はない．経静脈性腎

孟撮影では両側腎孟像は正常を示した．膀胱造影では

膀胱の後壁に縦径3．5cm，横径2cmの憩室像がみ

られた（Fig 1，2），胸部X線検査上異常所見は見ら

れなかった．

 治療および経過：

 以上の諸検査成績のうち，膀胱鏡の腫瘍の場所と膀

胱造影の憩室の場所が一致したので，膀胱憩室腫瘍と

診断し，1969年7月22日全麻のもと，下腹部正中切開

で骨盤腔に達し，膀胱を開くに憩室は腫瘍組織でみた

され，一部膀胱右側壁に腫瘍の浸潤を認めた．膀胱憩

室と周囲のゆ着はごく軽度で，たやすく剥離できた

（Fig．3，4）．膀胱憩室全摘出術，膀胱部分切除術を施

行し手術を終る．

 術後経過は良好であったが，再発防止のためMMC

smgの膀胱内注入を週1回のわりで4回施行し，さ

らに退院後外来に週1回MMC 10 mgの膀胱内注入

17回施行した．

 1969年10月ごろより項部および両手指の疹痛を訴え

内科にて筋緊張性頭痛と診断された．そのこ疹痛は漸
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診して頸部X線検査の結果，膀胱癌の第3頸椎への転

移と診断され（Fig．5），3月16日より転移部にLinac

1回200rad計20回照射した．

 4月にはいり項部の癒痛は消失したが，そのこ胸部

痛をうったえるようになり，さらに両下肢の麻痺が

おこってきたので，胸椎より仙骨の高さにわたり，

Linacを1回200 rad計30回照射を施行した．

 7月ごろより体重減少が著明になり，しだいに悪液

質に陥り，本人の希望により7月23日に退院し，8月

1日に自宅にて死亡した．

 病理学的所見：

 肉眼的所見 憩室壁は高度に肥厚し，その大部分は

粘液状の腫瘍組織で占められているが，しかし外膜に

向かって破壊，浸潤はみられない．また憩室内腔は壊

死組織で充満していた（Fig．3，4）．

 組織学的所見 腫瘍組織は粘液産生が高度にみら

れ，粘液内に腫瘍細胞の浮遊が見られ，中には典型的

なsignet－ring ce11を多数みとめる（Fig．6）．同様

の腫瘍細胞が深部に浸潤し，筋層の破壊がみられた

（Fig．7）。強拡大ではsignet－ring ce11に混じって未

分化な小腺管の形成がみられた（Fig．8）．以上の所見

からmucinous adenocarcinomaと診断した．

考 按

 膀胱憩室の原発性腫瘍はわれわれが調べえた限りで

は報告38例（Table 1）1”35）にすぎないが， Table 2

に示すように移行上皮癌16例（42．1％），扁平上皮

Table 1本邦における膀胱憩室腫瘍

No． 年 度 報 告 者 性  年令

病理組織診断
1

21
3

4 ］

51
61
J1
81

9

10

11

12

13

14

／5

16

19511国分・安達・）

1952

1953

1953

1955

1958

1958

1961

1962

1962

1963

1963

1963

1964

1964

1965

   棒

阿 部・永

大 村・船

 辻 ・斯

石 田・中

鵜 沼・田

土 屋・ 峰

白 石・川

大 北・宮

堀 内・富

石 沢・相

伊 藤・矢

津 川・田

河 崎・和

 2）

井3）

井4）

波・佐 藤5）

島6）

村・宇 野・梅

 ・日東寺S）

倉9）

本10）

田1D

戸12）

野・磯部・和
尻・南 後・稲

 11
田15）

原7）

田13）

葉14）

男

男

男

男

男

男

女

男

女

男

男

男

男

男

女

50

58

59

54

65

49

69

67

25

68

78

72

56

61

44

扁   平   上   皮   癌

扁  一 平   上   皮   癌

移行上皮癌・扁平上皮癌
扁   平   上   皮   癌

紡錘形細胞肉腫非乳頭状移行上皮型の未分化細胞癌（IV度）

多

扁

移

座

乳

二

二

浸

野

臥

形  細

 平
行  上

 性
 品

行

行

野

州

上

皮

奇

 上

 上
性 移’

平

 性

胞

    癌

     形
状   癌 （IV

 皮  癌 （1▽

 皮  癌 （H

  行 上  皮

 上   皮

 嚢  胞  腺

 肉  腫

皮   癌
（工～ll度）

腫

度）

度）

度）

癌

癌

腫



17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38
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1965

1965

1965

1966

196ア

1968

1968

1968

1968

1968

斯

田

森

広

大

松

堀

二

二

波・六 条正6）

代17）

脇18）

野19）

森・木

   1水
1968；池

19681森
19681相沢・桑原28）
   E
1969

1969

1969

1969

1969

1969

1971

1971

1971

重松・ほか：膀胱憩室腫瘍

    村・松 下20）

永・長久保・新村2D
米・菅 原22）

波・大塚・南23）
村・松 下24）

本・増 永・滝

上・高 木26）

 ・茶 幡27）

 察 ・小

細 川・白

鼠 吉・福

三 瀬32）

河 村・大

重

幡・早

霜・中

田・速

本・今 泉25）

川・杉本z9）

務・井 上30）

見31）

沢・木 下33）

男

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

71

65

74

58

66

51

59

60

66

70

80

65

59

61

67

66

62

72

移

移

浸

歩

脚

紡

二

線

移

移

移

六

二

扁

二

二

移

行

  行
潤 性 扁

  維

  行
錘  形

 平
   維

 行
行  上

 行
 行
行  上

 平
平  上

行  上

行  上

上

 上

平 上

腫→線

 上

 細

 上

上

皮

上

上

皮

上

皮

二

皮

皮 癌

 皮   癌
皮 癌 （皿度）

維  肉  腫

 皮   癌
胞  肉  腫

 皮   二
二     腫

 皮   癌
癌 （9  度）

 皮   癌

 皮   癌
癌 （H  度）

 皮   癌
癌 （H  度）

癌 （工 度）

癌 （工一H度）

〃
男 ［ 71 移 行 上 皮 癌 （H 度）

谷・増田・南・牛込・河上34） 男 46 扁 平 上 皮 門

松・河 田・江藤35） 男 67 平 滑 筋 肉 腫

験例 女 46 腺 癌 （膠  様 癌）

Table 2病理組織学的診断

組 織 名 例 数  ％

移  行  上  皮  癌

扁  平  上  皮  癌

移行上皮癌＋扁平上皮癌
肉          腫

乳   頭   状   癌

腺          癌、

良性奇形腫粘液性嚢胞腺腫
線     維     腫

不           明

16

10

1

5

1

1

1

工

1

1

42．1

26．3

2．6

13．2

2．6

2．6

2．6

2．6

2．6

2．6

な腺癌であった．

 膀胱憩室にみる悪性腫瘍の合併率はHinman3s）
（1919）， Judd ＆ Scho1139） （1926）， Abeshouse ＆ Gold－

stein40）（1943），’ s川・ほか41）（1954）の統計では3％

前後，Melicow42）（1955）は13％， Miller43）（1958）

は8．6％とかなり高い頻度を示している．

 他の合併症である（Table 3）44）結石，感染などと

   ’Table 3膀胱憩室の合併症（119例）

合 併 症 回数

炎 症   34

前 立 腺 肥 大 27

癌10例（26，3％），肉腫5例（13．2％），その他7例

（18．4％）で半数以上が移行上皮癌，扁平上皮癌で腺

癌は第1例目であった．

 膀胱腫瘍における腺癌の発生頻度はMcDonald＆

．Thompson36）（1948）は膀胱癌274例中純粋な腺癌3．6

％，混合型（Ad十Sq 5．8％， Ad十Tr 5．1％）10．9％，

計14，5回目腺状構造を有していると報告している．ま

た，辻37）（1960）も尿膜管以外の本来の膀胱粘膜から

純粋な腺癌が発生することはきわめてまれで，通常は

Tr型あるいはSq型と腺状構造とが混在していると

報告している．

 われわれの症例は摘出臓器の数ヵ所を調べたが純粋

結

膀

憩

胱

室

石

結

結

唾

石

石
（亜鈴状結石，膀胱結石を伴うもの9）

尿路結石（膀胱部を除く）

7

26

5

尿 路 結 核 5

膀  胱  頸  部  異  常 4

腫 瘍 4

尿 管 憩 室 1

．．inmm：llrmmu．SkmpLm．mgE
（利谷・石沢44）による）
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比較し，悪性腫瘍の合併率が低いとはいえ，軽視す

べき疾患でないと思われる．これは辻45）（1960），

Muellner46）（1946）らが指摘するごとく検査が充分な

されていなかったり，病理組織検索が不充分であった

り，未報告例がかなりあることなどを考慮すると膀胱

憩室の腫瘍合併率はさらに高率になると考えられる．

 本症の発生原因は不明であるが，膀胱腫瘍が尿管腫

瘍および尿道腫瘍に比して多い一つのfactorとして

尿貯留ということが挙げられているが，移行上皮癌ま

たは扁平上皮癌であればある程度考えられるが，腺癌

発生に関しては全く不明である。

 性別および年令はFig．9に示すように男性32例，

女性5例，不明1例で膀胱腫瘍と同様に男性に多く発

生している．年令は他の癌と同様に癌好発年令すなわ

ち中年以後に多く発生している．われわれの症例も同

様であった．

，b

Q

L”

」

［t

V’・，t71，

ろワ

1・Li

［］男’睦

囮女牲
 児 ’名

2030 40 50 δσ 70 80 年令一

Fig．9年令および男女比

結 語

 1， われわれは46才女子で膀胱憩室内に原発

した腺癌（膠様癌）を経験したので報告した．

 2．膀胱憩室腫瘍につき・，いささか文献的考

察を試みた．

 3．本症例は病理組織分類上本潮齢ユ例幣で

ある．

 稿を終るにあたり，ご指導ご校閲いただいた重松俊

教授に深謝するとともに病理学的検索で多大の援助を

賜わった本学第2病理学教室谷村晃講師に深く感謝す

る．
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